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研究成果の概要（和文）：　認知症の高齢者に対して回想法による介入を実施し、大脳を活性化させる認知症高齢者へ
の看護ケアとして活用が可能かどうか検証を行うことを目的とした。脳波と光イメージング脳機能測定装置を用いた評
価を行い、段階的に健康成人と高齢者へと研究を進めた。
　健康成人の研究より、回想は楽しいという気分になることが示され、快刺激による大脳の活性化が期待できる療法で
あることが示された。認知機能の低下した高齢者においても、関心のある話題の時には大脳の活性化が認められ、大脳
を刺激するためには対象者に応じた会話が必要であることが明らかとなった。
　回想法は汎用性が高く、認知症高齢者の看護ケアとして活用可能であると考える。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to carry out an intervention with the reminiscence 
method to the elderly people with dementia and examine if it is possible to utilize it as a nursing care 
which activates the cerebra of elderly people with dementia. An evaluation was performed utilizing the 
brain wave and optical imaging brain function measurement device, and the study proceeded while gradually 
shifting the subject from healthy adults to elderly people.
 The study on healthy adults indicated that reminiscence makes people feel “happy” and that it is a 
therapy where pleasant stimuli are expected to activate cerebra. Even for the elderly people whose 
cognitive functions have declined, brain activations were observed when they were interested in the 
topics, which clarified that conversation according to the subject is necessary to stimulate cerebra.
 The reminiscence method is highly versatile and seems to be able to be utilized as a nursing care for 
the elderly people with dementia.

研究分野： 老年看護学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
日本は高齢社会であり、高齢化率の上昇と 

共に増加する認知症高齢者への対策を考え
ることは、看護上の課題としても優先度が高
いと考えられる。 
認知症高齢者のリハビリテーショ ンには

様々な種類があるが、その中でも回想法は看
護師でも実施することが可能な心理療法の
ひとつである。有効性については多くの報告
があり、効果の判定については、Mini Mental 
State Examination（MMSE）や長谷川式簡
易知能評価スケール等があるが、生理的な指
標を用いた報告はわずかである。 
また、回想法は補完代替療法であるため、

看護師が一般的な知識として持っているも
のではなく、研究数も少ないため、看護ケア
としてエビデンスの構築を行っていく必要
があると考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究では、認知症の高齢者に対して個人

回想法を用いた介入を実施し、大脳を活性化
させる認知症高齢者の看護ケアとして活用
が可能かどうか検証を行うことを目的とし
た。 
本研究では、脳波と前頭葉の血流変化を

NIRS(Near Infrared Spectroscopy；近赤外
線分光法)で回想中の脳活動をとらえること
と試みた。 
 
３．研究の方法 
段階的に 4つの研究を行った。 

【研究 1】健康成人を対象とした検討 
（評価指標：NIRS） 

【研究 2】健康成人を対象とした検討 
（評価指標：脳波） 

【研究 3】介護老人福祉施設入居中の高齢者 
を対象とした検討 

    （評価指標：NIRS、介入なし） 
【研究 4】介護老人福祉施設入居中の高齢者 

を対象とした検討 
    （評価指標：NIRS、介入あり） 
 
（１）研究 1 
①対象者 

20～30 歳代の健康成人 
②測定項目 
1)基礎データ 
年齢、基礎疾患、利き腕 

2)NIRS データ（前頭葉のヘモグロビン値) 
前頭葉の血流変化を NIRS(Near Infrared 

Spectroscopy；近赤外線分光法)にて測定し
た。測定には光イメージング脳機能測定装置
（Spectratech 社、OEG-16）を用いた。この
装置では、非侵襲で前頭葉の活動の様子を計
測することが可能である。 
3)覚醒度データ 
記憶を想起する会話の前後に、日本語版

UWIST 気分チェックリストにより、「緊張覚醒
(tense arousal：TA)」と「エネルギー覚醒

(energetic arousal：EA)」の測定を行った。 
また、自記式質問紙を用いて、刺激画像、

対照画像、会話において、最も覚醒度が高か
ったものについて尋ねた。 
③測定方法 
研究対象者が子どもの頃に流行し、記憶を

想起させると考えられる画像を集めた回想
画像（表 1）と、風景等の抽象的な画像を集
めた対照画像を用意し、全員に両方の画像を
見てもらった。画像は 1枚が 15 秒で、回想
画像と対照画像それぞれ 40 枚ずつ（10分）
の設定とした。その後回想画像を用いて、研
究者と 10 分間の会話を行った。画像は 21.5
型のディスプレイモニタで提示した（図 1）。 
④分析方法 
NIRS データはこの装置では 16 チャンネル

での計測が可能であるが、ノイズが多かった
左右の一番端の 2チャンネルと、左右に分け
られない中央の 2 チャンネルを除き、左右 6
チャンネルずつ合計 12 チャンネルについて
の分析を行った。酸素化ヘモグロビンの変化
量(ΔOxy-Hb)について、回想画像、対照画像
について左脳データと右脳データの比較を
行った。主観調査では、会話前後の UWIST 気
分チェックリストの得点の比較、その他の項
目については単純集計を行った。 

図１. 研究 1の様子 
 
（２）研究 2 
①対象者 
20～30 歳代の健康成人 
②測定項目 
1)基礎データ 
年齢、基礎疾患、利き腕 
2)脳波データ 
 測定部位は、国際 10/20 法に基づく 4 点
（Fp1：左前頭極部、Fp2：右前頭極部，O1：
左後頭部，O2：右後頭部）とした。全部位か
ら得られたα帯域、β帯域の脳波パワー値を
分析対象とする。導出方法は左耳柔をマイナ
ス電極とした基準導出(単極誘導)法とし、左
耳柔をアースとした。測定には EEG100C 脳波
計（BIOPAC Systems 社製）を用い、電極はキ
ャップ式の  ECI Electro-Cap Electrode 
System（ELECTRO-CAP INTERNATIONAL）を使
用した。データの取り込みは、A/D 変換器と
してMP100System （BIOPAC Systems）を用い、
取り込みサンプル数は 500/sec とした。デー
タ取り込みと分析に使用したソフトウェア
は Acqknowledge（BIOPAC Systems、Ver.3.81）

 



である。フィルタは、脳波アンプによる 0.1
～35Hz のバンドパスを用いた。 
③測定方法 
 「研究 1」と同様である。 
④分析方法 
 画像毎（15 秒）のデータについて、脳波パ
ワー値（単位；μV2）を上記データ区間毎に
算出した。ノイズの確認は、脳波の波形画面
上並びに脳波信号のスペクトログラム上に
おいて、目視により行った。データ区間毎に
瞬目や眼球運動，体動時の筋電等のノイズの
少ない安定した時間帯を10秒間選択してFFT
（Fast Fourier Transform；高速フーリエ変
換）を行った。FFT に用いた窓関数はハニン
グ窓である。FFT で得られたフーリエスペク
トルを2乗してパワースペクトルを算出した。 
比較に用いたパワー値は、各データ区間のパ
ワー値の平均値である。それぞれα及びβ帯
域パワー値の比較を行った。 
 
表 1. 回想に用いた画像一覧 
No. 画像 No. 画像 
1 アンパンマン 21 プール 

2 とっとこハム太郎 22 渡り廊下 

3 ジャングルジム 23 慎吾ママ ＳＭＡ

Ｐ（2000 年頃） 

4 雲梯 24 モーニング娘 

5 きかんしゃトーマ

ス 

25 理科室 

6 ウルトラマンティ

ガ 

26 音楽室 

7 校舎（小学校） 27 動物園 

8 教室の時計 28 ディズニー・シー 

9 ゲームボーイカラ

ー 

29 体育館 

10 ニンテンドーDS（初

代）、プレイステー

ション・ポータブル

（初代） 

30 校庭 

11 下駄箱（小学校） 31 名探偵コナン 

12 教室（小学校） 32 犬夜叉 

13 ランドセル 33 職員室 

14 鍵盤ハーモニカ 34 図書室 

15 セーラームーン 35 菓子（2000 年頃の

パッケージ） 

16 ONE PIECE 36 1990 年代頃に流行

した食べ物 

（ベルギーワッフ

ル、ティラミス、ナ

タデココ） 

17 廊下側から見た教

室（小学校） 

37 跳び箱 

18 習字が壁に貼って

ある廊下 

38 上履き 

19 映画 ハリーポッ

ター 1作目 

39 だんご三兄弟 

20 新世紀エヴァンゲ

リオン 

40 NOVA うさぎ 

 

（３）研究３ 
①対象者 
介護老人福祉施設入居中の高齢者 

②測定項目 
1)基礎データ 
年齢、要介護度、障害高齢者の日常生活自

立度、認知症高齢者の日常生活自立度、服薬
状況、関節拘縮の有無、四肢麻痺の有無、利
き腕 
2)NIRS データ 
 前頭葉の血流変化を NIRS(Near Infrared 
Spectroscopy；近赤外線分光法)にて測定し
た。測定には光イメージング脳機能測定装置
（Spectratech 社、OEG-16）を用いた。 
③測定方法 
回想法を行うために用いた媒体は、「対話

で始めるパソコン回想法」(エヌ・プログレ
ス社)である。このソフトウェアは、500 種類
の写真、イラスト、動画がデータとして入っ
ており、それを元にして会話を展開すること
ができるツールである。 
測定時間は、夕食後から就寝前の時間

（19：00～20：00）を設定した。 
会話は、21.5 型のディスプレイモニタで画

像提示しながら、回想しながらの会話を 10
分間行った。 
ソフトウェアには、戦前版と戦後版があり、

対象者の年齢に応じて使い分けを行った。 
④分析方法 
 NIRS データの分析は、研究 1と同様の方法
で行い、酸素化ヘモグロビンの変化量(Δ
Oxy-Hb)について、回想画像、対照画像につ
いて左脳データと右脳データの比較、認知症
のレベルによる比較を行った。 
 また、会話をしながら、特に対象者が興味
を示した内容の箇所についても分析を行っ
た。 
 
（４）研究４ 
①対象者 
介護老人福祉施設入居中の高齢者で、「研

究 3」において、回想において会話のキャッ
チボールが円滑であった高齢者を対象とし
た。 
②測定項目 
1)基礎データ 
年齢、基礎疾患、要介護度、障害高齢者の

日常生活自立度、認知症高齢者の日常生活自
立度、利き腕 
2)NIRS データ 
 前頭葉の血流変化を NIRS(Near Infrared 
Spectroscopy；近赤外線分光法)にて測定し
た。測定には光イメージング脳機能測定装置
（Spectratech 社、OEG-16）を用いた。 
3)測定方法 
 1 週間に 2回、1ヶ月間（合計 8回）、継続
して介入を行った。測定時間は夕食後から就
寝前の時間（19：00～20：00）を設定し、 
回想しながらの会話を 10 分間行った。 
回想法を行うために用いた媒体は、「研究



3」と同じ「対話で始めるパソコン回想法」
である。また、対象者が興味を示した内容に
ついて、インターネットでキーワード検索を
しながら会話を行った。 
4)分析方法 
 NIRS データの分析は、研究 1と同様の方法
で行い、酸素化ヘモグロビンの変化量(Δ
Oxy-Hb)について、回想画像、対照画像につ
いて左脳データと右脳データの比較、認知症
のレベルによる比較を行った。 
 また、会話をしながら、特に対象者が興味
を示した内容の箇所についても分析を行っ
た。 
 
（５）倫理的配慮 
 本研究は、研究者の所属する大学の医療研
究倫理審査委員会の承認を得て行った。 
「研究１」と「研究 2」では、研究協力者

を公募し、応募者に口頭と文書で説明を行っ
た。その後、個別に文書によるインフォーム
ドコンセントを得た。 
 「研究 3」と「研究 4」では、研究協力施
設より対象者の紹介を得た。口頭と文書での
説明とインフォームドコンセントにも、施設
の協力を得た。また、インフォームドコンセ
ントは、対象者本人のみではなく、家族から
も得た。 
 
４．研究成果 
（１）研究 1 
①対象者 
 20 名の応募があった（男性 8 名、女性 12
名）。平均年齢は 21.9（±2.7）歳であった。  
②測定項目毎の結果 
1)基礎データ 
 測定に影響するような基礎疾患はなかっ
たため、応募者全員のデータを分析対象とし
た。 
2)NIRS データ（前頭葉のヘモグロビン値) 
 会話時のデータが、回想画像、対照画像よ
りも有意に大きな箇所が、右脳で 2箇所、左
脳で 1箇所認められた（p=0.000）。 
会話時のデータが、回想画像、対照画像よ

りも有意に小さな箇所が、左脳で 2箇所認め
られた。 
今後も更に分析は続けていく。 

3)覚醒度データ 
緊張覚醒（TA）の得点は、会話前後で有意

差は認められなかった（p＝0.109）。エネル
ギー覚醒（EA)の得点は、会話後に有意な上
昇が認められた（p＝0.000）。 
被験者 20 名のうち 15 名が、対照画像より

も回想画像の方が覚醒度が高かったと回答
した（75％）。 
 また、全員が「会話時」が最も覚醒度が高
かったと回答した。 
③考察 
 右脳は、「空間性、形態性、相貌性、情動
性に関する視覚情報処理機能が優位」、左脳
は「言語性に関する視覚情報処理が優位」と

されている。 
 会話時のヘモグロビン値データが、画像を
見ているだけの時よりも右脳、左脳共に高く
なったのは、画像を見ながらの会話であるた
め、左右共に大脳の活動が起こったことが考
えられた。 
 また、会話よりも画像を見ているだけの時
の方が左脳のヘモグロビン値が有意に高値
である箇所が認められたのは、視覚情報処理
における大脳活動の関与が推測された。 
④まとめ 
酸素化ヘモグロビン値の比較において、回

想を伴う会話時に活性化したと認められる
前頭葉の脳活動を計測することができた。 
また、主観調査の結果からも、回想を行う

ことによって覚醒度が上がったことが示さ
れた。会話後には「楽しかった」との声があ
り、楽しんで会話を行ったことの効果もある
と考えられた。 
 
（２）研究 2 
①対象者 
 16 名の応募があった（男性 6 名、女性 10
名）。平均年齢は 21.3（±1.30）歳であった。 
②測定項目毎の結果 
1)基礎データ 
 測定に影響するような基礎疾患はなかっ
たため、応募者全員のデータを分析対象とし
た。 
 利き腕は 1名が左であったが、15 名は右で
あった。 
2)脳波データ 
現在分析中である。 

3)覚醒度データ 
 緊張覚醒（TA）の得点は、会話前後で有意
な得点の上昇が認められた（p＝0.012）。エ
ネルギー覚醒（EA)の得点についても、会話
後に有意な上昇が認められた（p＝0.000）。 
被験者 16 名のうち 15 名が、対照画像より

も回想画像の方が覚醒度が高かったと回答
した（94％）。 
 また、全員が「会話時」が最も覚醒度が高
かったと回答した。 
③考察とまとめ 
 会話の前後で主観的な覚醒度の有意な上
昇が認められたことから、回想による大脳の
活性化が起こったと考えられる。脳波データ
の分析と共に、今後考察を加えていく。 
 
（３）研究 3 
①対象者 
 11 名の応募者があった（男性 5名、女性 6
名）。平均年齢は 88.2（±9.5）歳であった。 
②測定項目毎の結果 
1)基礎データ 
要介護度は、「要介護 3」が 1 名、「要介護

4」が 4名、「要介護 5」が 6名であった。 
障害高齢者の日常生活自立度は「A1」が 1

名、「A2」が 3 名、「B1」が 1 名、「B2」が 3
名、「C1」が 1名、「C2」が 2名であった。 



認知症高齢者の日常生活自立度は「Ⅱb」
が 2 名、「Ⅲa」が 5 名、「Ⅳ」が 3 名、「M」
が 1名であった。 
 利き腕は全員が右であった。 
2)NIRS データ 
 対象者にとって関心の高い話題の時には、
目視にて酸素化ヘモグロビン量の増加が確
認できた（図 2、図 3）。詳細については、現
在分析中である。 

図 2．関心が高い話題の時の例 
（92 歳、女性、要介護 4A、2、Ⅱｂ） 

図 3．関心が低い話題の時の例 
  （図 1と同一人物） 

図 4．MIRS 計測チャンネルの位置 
 
（４）研究 4 
①対象者 
 対象者は 4 名（男性 2 名、女性 2 名）、平
均年齢は 91.5（±7.2）歳であった。 
②測定項目毎の結果 
1)基礎データ 
要介護度は「要介護 4」が 1名、「要介護 5」

が 3名であった。 
障害高齢者の日常生活自立度は「A1」が 1

名、「B2」が 2名、「C1」が 1名であった。 
認知症高齢者の日常生活自立度は「Ⅲa」

が 3名、「Ⅳ」が 1名であった。 
2)NIRS データ 
 対象者にとって関心の高い話題の時には、
目視にて酸化ヘモグロビン量の増加が確認
できた。回想法の継続による効果等の詳細に
ついては、現在分析中である。 

（５）研究 3と 4の考察とまとめ 
目視による酸素化ヘモグロビン値の変化

では、対象者にとって関心の高い話題の時に
は、値の増加が確認できた。認知症の程度に
よる差の有無等については、引き続き分析を
行っていく。 
 
（６）全体考察 
 健康成人の研究より、回想は「楽しい」と
いう気分になることが示され、快刺激による
大脳の活性化が期待できる療法であること
が示された。 
 認知機能の低下した高齢者においても、関
心のある話題の時には大脳の活性化が認め
られたことから、大脳を刺激するためには対
象者に応じた会話が必要であることが明ら
かとなった。 
 回想法は、誰もが簡便に行うことのできる
手法であるため汎用性が高く、認知症高齢者
の看護ケアとして活用可能であると考える。 
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